
津山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 日本文化論
科目基礎情報
科目番号 0104 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 総合理工学科(情報システム系) 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教員が準備した教材を用いる。
担当教員 渡邊 朝美
到達目標
学習目的：文学作品の解釈・鑑賞を通して，視野を広げ，思考力を高める。近代の作家たちが異文化をどう描いたかを理解し，異文化に対する
理解の深化をはかる。また，異文化を理解し，日本の文化と比較することを通して，日本文化への理解を深める。

到達目標
１．作品や文献を読み，多角的に物事を考える力，柔軟に発想する力を育む。
２．日本文化や異文化への向き合い方について自らの意見や考えを持ち，それを自身の言葉で説明できるようになる。
◎３．効果的な説明方法や手段を用いて，コミュニケーションを図ることができる。
ルーブリック

優 良 可 不可

評価項目1
作品や作者，作品の主題に
ついて理解し，他者に的確
に説明ができる。

作品や作者，作品の主題に
ついて理解し，他者に説明
ができる。

作品や作者，作品の主題に
ついて他者に説明ができる
。

左記に達していない。

評価項目2
文学作品の内容やその時代
背景について調査・考察を
行い，その結果を説明する
ことができる。

文学作品の内容やその時代
背景について調査・考察を
行い，その結果を述べるこ
とができる。

文学作品の内容やその時代
背景について考察を行い
，その結果を述べることが
できる。

左記に達していない。

評価項目3

作品や日本文化，異文化へ
の向き合い方について自ら
の意見や考えを持ち，説得
力のあることばで他者に説
明できる。

作品や日本文化，異文化へ
の向き合い方について自ら
の意見や考えを持ち，他者
に説明できる。

作品や日本文化，異文化へ
の向き合い方について自ら
の意見や考えを持ち，他者
に説明しようとする努力の
姿勢が見られる。

左記に達していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

一般・専門の別：専門
学習の分野：国際コミュニケーション

基礎となる学問分野：人文学／文学／日本文学，人文学／言語学／日本語学

学習教育目標との関連：本科目は「①教養豊かな実践的人間力の養成」に相当する科目である。

技術者教育プログラムとの関連：本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（Ｂ）地球的視野に立った人間性の育成
，Ｂ－２：地球上の多様な歴史観・文化・習慣の違いを理解し，説明できること」であるが，付随的には，「Ｂ－１」
「Ｂ－３」「Ｄ－３」「Ｆ－１」「Ｆ－２」にも関与する。

授業の概要：近代の作家が描いた外国が舞台となっている作品や紀行文の鑑賞を通して当時の日本人の異文化へのまな
ざしがどのようなものであったかを理解する。現代と近代，日本と異文化などの比較を通して，自身の文化を改めて見
つめなおすと同時に，異文化への向き合い方についても考察する。

授業の進め方・方法

授業の方法：
作品を読み，講義や作品や作者についての意見交換を行う。内容ごとにテーマを設定し，課題やレポートを課す。

成績評価方法：
・成績は，課題提出物（50％）＋最終レポート（50％）により評価する。
・定期試験は実施しない。

注意点

履修上の注意：本科目を選択した者は，学年の課程修了のために履修（欠課時間数が所定授業時間数の３分の１以下
）が必須である。また，本科目は「授業時間外の学修を必要とする科目」である。当該授業時間と授業時間外の学修を
合わせて，１単位あたり４５時間の学修が必要である。授業時間外の学修については，担当教員の指示に従うこと。

履修のアドバイス：事前に行う準備学習として，20世紀初頭の日本とアジアの国との関係について調べ，理解をしてお
くこと。積極的に授業に参加し，自身の表現力を高める努力をすること。常日頃から様々な文章に触れ，柔軟に思考す
る練習をすると共に，日本文学に関する知識を増やす努力や異文化に対する興味関心を養うこと。

基礎科目：国語Ⅰ（１年），国語Ⅱ（２），国語Ⅲ（３）

関連科目：国語Ⅳ（４年），異文化社会論Ⅰ（４）

受講上のアドバイス：
・授業開始時刻に遅れた場合，20分までは遅刻，それ以降は欠課として扱う。
・授業に積極的に参加し，期限を守って忘れずに課題を提出すること。
・授業中に辞書を引く場合，携帯電話やスマートフォンの辞書を使用することは認めない。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
履修選択
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 ガイダンス 授業内容・方法等について知る。

2週 夏目漱石とロンドン１
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

3週 夏目漱石とロンドン２
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。



4週 夏目漱石と満州１
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

5週 夏目漱石と満州２
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

6週 夏目漱石と韓国
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

7週 芥川龍之介と中国１
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

8週 （後期中間試験）

4thQ

9週 芥川龍之介と中国２
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

10週 芥川龍之介と中国３
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

11週 芥川龍之介と中国４
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

12週 佐藤春夫と台湾１
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

13週 佐藤春夫と台湾２
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

14週 佐藤春夫と台湾３
作品の内容を理解し，作者の異文化へのまなざしがど
のようなものであったかを理解する。また，自身の考
えを表現できる。

15週 （後期末試験）

16週 まとめ まとめを行い，日本文学・文化や異文化への理解を深
める。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎
グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

それぞれの国の文化や歴史に敬意を払い、その違いを受け入れる
寛容さが必要であることを認識している。 3

様々な国の生活習慣や宗教的信条、価値観などの基本的な事項に
ついて説明できる。 3

異文化の事象を自分たちの文化と関連付けて解釈できる。 3
評価割合

試験 発表 相互評価 自己評価 課題 小テスト 合計
総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 100 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


